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八ヶ岳中信高原国定公園（美ヶ原地域）管理運営計画書 新旧対照表 

改 正 案 現 行 

Ⅴ 適正な国定公園利用の推進に関する事項 

（中略） 

３ その他 

（１）ペットの持ち込み 

ペットが牧場の牛に近づいたり、ペットが吠えたりすることで

牛が驚き興奮し、脱柵することがあります。脱柵した牛が歩道内

に進入することで公園利用者との接触事故を誘発するおそれがあ

ります。 

ペットの臭いや鳴き声によって野生動物の繁殖を妨げる場合が

あります。加えて、ペットは野生動物や放牧牛に影響のある病原

体を保有している場合があり、これらの中には土壌中で長期にわ

たり生存可能なものもあるため、長期間他の動物への影響が懸念

されます。 

また、登山者の往来が頻繁な場所や登山道が狭い場合では、ペ

ットを避けるために登山道からはずれてしまうこともあり、貴重

な高山植物を踏み荒らしてしまう危険性もあります。 

さらに、ペットを放つと、野生動物や牧場の牛を追い回したり、

野生植物を踏み荒らす可能性もあります。 

そこで、牧場エリアでは補助犬を除くペットの持ち込み（ケー

ジでの持ち込みを含む）を禁止することとし、それ以外のエリア

では必ずリードなどで繋ぎ、リードは短めに、常に離さないで歩

くようにするとともに、ペットの糞尿は放置しないよう徹底しま

す。 
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ペットの臭いや鳴き声によって野生動物の繁殖を妨げる場合や

牧場の牛を怯えさせる場合があるとともに、糞尿の放置による未

知の細菌等による野生動植物等への影響が懸念されます。 

また、登山者の往来が頻繁な場所や登山道が狭い場合では、ペ

ットを避けるために登山道からはずれてしまうこともあり、貴重

な高山植物を踏み荒らしてしまう危険性もあります。 

さらに、ペットを放つと、野生動物や牧場の牛を追い回したり、

野生植物を踏み荒らす可能性もあります。 

そこで、利用者は必ずリードなどで繋ぎ、リードは短めに、常

に離さないで歩くようにするとともに、ペットの糞尿は放置しな

いよう徹底します。 

 

 


